


北海道開発局長表彰 札幌開発建設部長表彰

i-Con 奨励賞表彰 北海道防衛局優秀工事等顕彰

　当社は2025年度に北海道開発局や札幌開発建設部、北海道防衛局から、卓越した技術が高く評価されて表彰を
受けました。北海道開発局からは優良工事等表彰で局長表彰、札幌開発建設部からは部長表彰、そして開発局から
はi-Con奨励賞を2件受賞しました。また、北海道防衛局からはJVの一員として優秀工事等顕彰を受けました。今回
の受賞を機に、一層の技術研鑽に努め、発注者の方の期待にしっかりと応えていきます。

道内トンネル文献あれこれ

国道・道道他

高速道路

新幹線・鉄道

その他

１　山田剛史，髙橋民雄，肥後宏紀，田村学：レール方式の小断面トンネルにおける断層破砕帯と坑口部の函館本線直下の施工―北海道縦貫自動車道
　大沼トンネル避難坑峠下工区―，トンネルと地下，Vol.56， No.9，pp.7-18，2025．
２　山田剛史，髙橋民雄，丸山貴久，岡崎雄一：熱水変質を受けた低強度地山における円形二重支保工の採用と高被圧湧水対策―北海道縦貫自動車道
　大沼トンネル避難坑西大沼工区―，トンネルと地下，Vol.56， No.9，pp.19-27，2025．
３　須藤敦史，佐藤京，五十嵐隆浩，河村巧：寒冷地（北海道）トンネル覆工（材料）の施工時期・方法における劣化遷移の相違について，第35回トンネル
工学報告集､第35巻，Ⅰ-10，2025．
４　禿和英，須藤敦史，佐光正和，五十嵐隆浩：寒冷地のトンネル覆工表面のひび割れにおける統計的法則（フラクタル次元）について，第35回トンネ
ル工学報告集､第35巻，Ⅰ-11，2025．

６　岡村貴彦，諏訪至，若公雅敏，中西諒：河川直下を最小かぶり1.5ｍでトンネル掘削―北海道新幹線　磐石トンネル（北工区）―，トンネルと地
下，Vol.56， No.10，pp.7-18，2025．
７　若公雅敏，平岩大亮，井上正広，村山秀幸：大規模崩落の発生と対策（その1）―北海道新幹線　野田生トンネル（北工区）―，トンネルと地下，
Vol.56， No.11，pp7-18，2025．
８　太田雄，荒井健伍，矢萩勝暁：供用開始後に継続的な地圧により変状した鉄道トンネルの維持管理―JR石勝線　登川トンネル―，トンネルと
地下，Vol.56， No.11，pp19-25，2025．
９　米澤和人，明石太郎，浅田浩章，平岩大亮，三河内永康：地表面陥没を伴うトンネル崩落後の特殊条件区間における施工について―北海道新幹
線、野田生トンネル（北）他工事―，第96回（山岳）施工体験発表会論文集，pp17-24，2025．
10　阿部正汰，岡村貴彦，山田聡史，諏訪至：河川直下最小土かぶり1.5mでのトンネル掘削―北海道新幹線　磐石トンネル（北）他―，第96回（山
岳）施工体験発表会論文集，pp87-94，2025．
11　池村幹生，中島健太，油井敦弘，森小次朗：吹付けコンクリートの自動施工技術の開発，第35回トンネル工学報告集､第35巻，Ⅰ-19，2025．
12　大坪宏行：北海道新幹線　渡島トンネル（上二股），北海道土木技術会トンネル研究委員会会報，No.77，pp.1-10，2025．
13　城隆史：北海道新幹線　立岩トンネル（ルコツ）工事，北海道土木技術会トンネル研究委員会会報，No.77，pp.11-17，2025．

14　縞居公介，西谷友幸，藤枝大吾，戸賀瀬和輝：大深度地下の立坑および水平坑道掘削におけるメタンガス発生対策および施工合理化への
取り組みについてー幌延深地層計画地下研究施設整備（第Ⅲ期）等事業―，第96回（山岳）施工体験発表会論文集，pp56-63，2025.
15　池田奈央，工藤瑠偉，長江優介，荒井靖仁，村山秀幸，Gyeongjo MIN，福田大祐，児玉淳一：孔径変化法を用いたトンネル初期応力の多点
計測，第35回トンネル工学報告集､第35巻，Ⅰ-38，2025．

５　手塚聡正，永田常雄，古俣直紀，中村広美，大谷穂高：道東自動車道4車線化工事における供用線近接工事および厳冬期の品質確保―道東自動車道
　新得工事　広内トンネルー，第96回（山岳）施工体験発表会論文集，pp.79-86，2025.

令和7年7月～令和7年11月において、専門雑誌等に発表された、北海道内のトンネルに関する論文・報文等のリストを紹介します。
トンネル関係者の方々へ最新情報を提供いたします。なお、詳細を知りたい方は弊社までお問い合わせ下さい。

最新の計測技術を PRしました

【北海道開発局長表彰】
　■ 業   務   名  ：  一般国道５号仁木町道路附属物設計外一連業務(小樽開発建設部)　
　　管理技術者  ：  熊谷 幹也

【札幌開発建設部長表彰】
　■ 業   務   名 ：  一般国道231号石狩市床丹覆道点検業務　
　　管理技術者  ：  成沢 郁夫

【北海道開発局i -Con奨励賞表彰】
　■ 業   務   名  ：  一般国道238号稚内市声問自転車通行帯施工計画検討外一連業務(稚内開発建設部)　
　　管理技術者  ：  神元 貴也

　■ 業   務   名  ：  一般国道238号雄武町雄武橋補修設計外一連業務(網走開発建設部)　
　　管理技術者  ：  熊谷 幹也

【北海道防衛局優秀工事等顕彰】
　■ 業   務   名  ：  北海道防衛局管内（５）土質調査（その１）
　　担当技術者  ：  港 高学

　8月27日から29日に渡って北海道科学大学で開かれた第 30回舗装工学

講演会に伴ってNPO法人舗装新技術研究会が実施したエキシビションに

ブースを出展しました。ブースでは、当社が全道各地のトンネルで行ってい

る計測技術を紹介するとともに、当社の持つ豊富なノウハウと最新技術を

融合させ、業務適性に応じた最適のソリューションを提供し、インフラの未

来を支えていることを会場を訪れた学生らにPRしました。

▶舗装新技術研究会
　エキシビションにブース出展

　北海学園大学工学部と室蘭工業大学から各１名の学生を招い

て、8月25日から29日の5日間、インターンシップを実施しまし

た。各部・課の担当者から仕事の概要などについての説明や現場

見学などを行い、建設コンサルタントの役割や当社の特徴など

を学んでもらいました。プログラミングや機器を使っての体験

や、現場見学では、札幌市定山渓でコア観察体験などを行いまし

た。学生からは「とても充実した5日間を過ごさせていただきま

した」といった感想が寄せられました。

▶インターンシップを実施しました

5 日間に渡ってさまざまな体験をしました5日間に渡ってさまざまな体験をしました








